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検体の胎盤を収集し，両組織からゲノム DNAを，胎盤から total RNAを
抽出した．DNA メチル化率はパイロシークエンス法で，遺伝子発現量は
TaqMan法で定量した．標的遺伝子は代謝系遺伝子，インプリンティング













の DNAメチル化率の変化を介する可能性が示唆された．  
